
N A G O Y A

世 界に冠たる 

「NAGOYA」へ！ 

みんなで 一 緒に

をつくろう！
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令
和
と
い
う
新
し
い
時
代
を
名
古
屋
市
は
ど
の
よ
う
に
歩
み

ど
の
よ
う
な
都
市
に
な
っ
て
い
く
の
か
。

こ
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
、

名
古
屋
市
総
合
計
画
２
０
２
３
を
す
べ
て
の
人
と
共
有
し
、

と
も
に
名
古
屋
の
未
来
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
│

そ
ん
な
思
い
を
込
め
て
つ
く
り
ま
し
た
。

み
ん
な
で
一
緒
に
「
N
A
G
O
Y
A
」
を
つ
く
ろ
う
！

新
し
い
時
代
の

名
古
屋
市
総
合
計
画

２
０
２
３
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林
は
や
し 
お
さ
む

修
名古屋市出身、在住。東京大

学法学部卒業。東進ハイスクー

ル 東進衛星予備校 現代文講

師。東進ハイスクールの CM

で放送されたセリフ「いつやる

か ? 今でしょ!」が大流行し、「今

でしょ !」が 2013 ユーキャン

新語・流行語年間大賞を受賞。

中京テレビ デジタル 4 名古屋

市政情報番組「ナゴヤでしょ !」

出演中。

│
名
古
屋
で
の
思
い
出
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

　
大
学
進
学
で
東
京
へ
出
た
後
、
30

代

の
時
に
名
古
屋
へ
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

現
在
は
、
名
古
屋
と
東
京
を
往
復
す

る
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
の
頃
の
思
い
出
と
い
え
ば
、
図

書
館
に
通
い
詰
め
て
い
た
こ
と
で
す
ね
。

東
図
書
館
と
名
東
図
書
館
を
ハ
シ
ゴ
し

て
、
歴
史
関
係
や
文
学
な
ど
、
相
当
な

量
の
本
を
借
り
て
読
ん
で
い
ま
し
た
。

同
じ
本
を
借
り
て
、
返
し
て
、
ま
た
借

り
て
（
笑
）
。
そ
れ
と
、
走
る
こ
と
が
好

き
で
、
瑞
穂
公
園
や
吹
上
公
園
、
鶴
舞

公
園
な
ど
を
１
日
10

〜
15

㎞
く
ら
い

走
っ
て
い
ま
し
た
ね
。
先
日
、
久
し
ぶ
り

た
く
さ
ん
の
本
に
囲
ま
れ
て

過
ご
し
た
少
年
時
代

Profile

巻 頭
Interview
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i
n
t
e
r
v
i
e
w

に
名
城
公
園
を
走
っ
た
ん
で
す
が
、
本

当
に
良
い
コ
ー
ス
で
、
走
っ
て
い
る
市
民
ラ

ン
ナ
ー
の
レ
ベ
ル
も
高
い
！
ど
ん
ど
ん
追
い

抜
か
れ
て
悔
し
か
っ
た
で
す
ね
（
笑
）

　
そ
れ
か
ら
、
通
学
し
て
い
た
東
海
高

等
学
校
周
辺
の
こ
と
を
よ
く
覚
え
て
い

ま
す
。
時
が
止
ま
っ
た
よ
う
な
、
昔
な

が
ら
の
商
店
街
が
あ
っ
て
。
名
古
屋
の

ま
ち
は
、
古
い
も
の
と
新
し
い
も
の
が
融

合
し
て
い
て
、
心
地
良
さ
を
感
じ
ま
す
。

│
こ
れ
か
ら
の
名
古
屋
に
期
待
す

る
こ
と
は
何
で
す
か
？

　
名
古
屋
は
、
自
動
車
産
業
を
は
じ

め
、
繊
維
、
陶
磁
器
、
航
空
機
な
ど
、

多
く
の
産
業
が
集
積
す
る
日
本
の
も
の

づ
く
り
の
中
核
を
担
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
ま
ぎ
れ
も
な
く
名
古
屋
の
強
み
で
す

ね
。
そ
の
産
業
を
支
え
て
い
る
の
が
名

古
屋
港
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
貨
物

量
や
出
荷
額
、
自
動
車
の
輸
出
台
数
が

と
も
に
日
本
一
と
い
う
の
は
本
当
に
す
ご

い
！
も
っ
と
自
慢
し
て
も
良
い
と
思
い
ま

す
よ
。
ま
た
、
名
古
屋
港
だ
け
に
留
ま

ら
ず
、
セ
ン
ト
レ
ア
（
中
部
国
際
空
港
）

へ
の
ア
ク
セ
ス
が
全
国
的
に
見
て
良
い
こ

と
が
あ
ま
り
認
識
さ
れ
て
い
な
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ど
ち
ら
も
物
流

基
盤
に
と
っ
て
重
要
で
す
し
、
名
古
屋

の
高
い
生
産
性
や
利
便
性
に
結
び
つ
い

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
名
古
屋
の
人
は
、

名
古
屋
の
良
い
と
こ
ろ
を
も
っ
と
知
っ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
ね
。

　
ま
た
、
名
古
屋
や
そ
の
周
辺
に
は
た

く
さ
ん
の
大
学
が
あ
っ
て
、
ノ
ー
ベ
ル
賞

受
賞
者
も
多
く
輩
出
す
る
な
ど
、
世

界
を
リ
ー
ド
す
る
研
究
も
盛
ん
に
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
に

国
内
外
か
ら
優
秀
な
学

生
を
呼
び
込
み
、
こ
の
地

域
の
も
の
づ
く
り
産
業
と

結
び
つ
け
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
将
来
に
向
け
て
大

き
な
強
み
に
な
る
と
思
い

ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
先
、
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
に

な
っ
て
く
る
の
が
、
や
は
り
「
リ
ニ
ア
中

央
新
幹
線
」
の
開
業
で
し
ょ
う
。
名
古

屋
か
ら
東
京
ま
で
40

分
と
い
う
時
代

が
訪
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
大
阪
ま

で
つ
な
が
れ
ば
、
東
京
・
名
古
屋
・
大

阪
の
三
大
都
市
圏
で
、
観
光
や
産
業
、

地
域
間
の
連
携
な
ど
、
幅
広
い
分
野
で

新
た
な
価
値
が
生
ま
れ
て
く
る
と
思
い

ま
す
。
た
だ
、
注
意
し
な
い
と
い
け
な

い
の
が
、
東
京
・
大
阪
間
の
移
動
時
間

が
短
縮
さ
れ
る
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に

人
口
や
経
済
活
動
が
吸
い
取
ら
れ
る
こ

と
。
い
わ
ゆ
る
「
ス
ト
ロ
ー
現
象
」
で
す

ね
。「
名
古
屋
へ
行
く
ん
だ
っ
た
ら
東
京

へ
行
こ
う
か
、
大
阪
へ
行
こ
う
か
」
と
、

便
利
に
な
っ
た
が
ゆ
え
に
名
古
屋
が
通

過
さ
れ
て
し
ま
う
。
リ
ニ
ア
が
「
も
ろ

刃
の
剣
」
に
な
っ
て
し
ま
わ
な
い
よ
う

に
、
危
機
感
を
持
っ
て
、
プ
ラ
ス
面
と
マ

イ
ナ
ス
面
を
し
っ
か
り
と
自
覚
す
る
こ

と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
メ
リ
ッ
ト

が
大
き
け
れ
ば
大
き
い
ほ
ど
浮
か
れ
ず

に
、
そ
の
裏
面
の
デ
メ
リ
ッ
ト
は
何
か
を

考
え
る
シ
ビ
ア
な
精
神
が
必
要
な
時
代

だ
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
「
モ
ノ
の
消
費
」
よ
り
「
コ

ト
の
消
費
」
の
時
代
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
産
業
技
術
や
大
都
市
と
し
て
の
優

位
性
を
築
き
上
げ
て
き
た
知
恵
を
活

か
し
て
、
た
く
さ
ん
の
魅
力
的
な
コ
ト

を
世
界
へ
広
げ
て
い
く
。
名
古
屋
じ
ゃ

な
け
れ
ば
体
験
、
経
験
で
き
な
い
コ
ト

を
も
っ
と
充
実
さ
せ
て
、
世
界
と
直
接

つ
な
が
っ
て
い
く
。
そ
ん
な
名
古
屋
で

あ
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

林

知
恵
を
活
か
し
、

世
界
と
直
接
つ
な
が
る

名
古
屋
へ
。

修

モ
ノ
か
ら
コ
ト
へ

そ
し
て
世
界
へ

Interview／Osamu Hayashi
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総合計画とは

市政運営における

最上位の計画です。

?

　総合計画は、市政を総合的かつ計画的に運営していくため

に、長期的な展望に立って名古屋市がめざす都市像を描き、

それを実現するために何をするべきかをまとめたものです。

　名古屋市総合計画２０２３では、第20回アジア競技大会の

開催、リニア中央新幹線（品川－名古屋間）の開業後となる令

和12（2030）年頃を見据えた将来のまちの姿を描きながら、

令和元（2019）年度から令和５（2023）年度までの５年間で

取り組む施策と事業をまとめています。

まちづくりの方針

めざす都市像

将来の都市構造

重点戦略

市政運営の取り組み

長期的展望に立った

まちづくり

令和12（2030）年頃を見据えた「まちづくりの

方針」と、5つの「めざす都市像」、「将来の都市

構造」、4つの「重点戦略」、「市政運営の取り組

み」をまとめています。

めざす都市像の実現に

向けた施策・事業

「長期的展望に立ったまちづくり」に示した5つ

の都市像を実現するため、45の施策と、施策に

基づく530の事業に取り組んでいきます。

名古屋市総合計画 2023

名古屋市基本構想
市政運営の指導理念

45施策530事業

5



名
古
屋
が
今
置
か
れ
て
い
る

状
況
を
整
理
し
、

未
来
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
と

め
ざ
す
将
来
の
ま
ち
の
姿
を

ま
と
め
ま
し
た
。

名
古
屋
の
今
、

そ
し
て
未
来

6



日
本
の
真
ん
中
、

交
流
の
中
心

　
日
本
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
新

幹
線
を
は
じ
め
と
す
る
鉄
道
や
高
速

道
路
、
空
港
、
港
な
ど
を
擁
し
、
広

域
的
な
交
通
・
流
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
中
心
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
開
業
に
よ

り
、
本
市
の
拠
点
性
は
、
さ
ら
に
向

上
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

強
い
経
済
力

　
こ
の
地
域
は
、
自
動
車
や
航
空
機

を
は
じ
め
、
ロ
ボ
ッ
ト
、
工
作
機
械

な
ど
の
分
野
に
お
い
て
世
界
レ
ベ
ル

の
産
業
技
術
が
集
積
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
大
都
市
な
ら
で
は
の
商
業
・

サ
ー
ビ
ス
業
の
厚
い
集
積
が
あ
り
、

強
い
経
済
力
に
裏
付
け
ら
れ
た
安
定

的
な
雇
用
が
あ
り
ま
す
。

便
利
で
快
適
、

住
み
や
す
い

　
大
都
市
と
し
て
高
度
な
都
市
基
盤

と
機
能
を
有
す
る
と
と
も
に
、
広
い

道
路
や
公
園
が
確
保
さ
れ
、
ゆ
と
り

あ
る
生
活
空
間
を
備
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
充
実
し
た
医
療
サ
ー
ビ
ス
や

公
共
交
通
機
関
な
ど
、
生
活
に
お
け

る
便
利
さ
と
快
適
さ
を
感
じ
る
こ
と

の
で
き
る
、
住
み
や
す
い
ま
ち
で
す
。

名
古
屋
の
強
み

7



名

古

屋

の

今

、
そ

し

て

未

来

名古屋市における常住人口の推移と推計

出典： 実績値　統計なごやweb版　愛知県人口動向調査結果（名古屋市分）より作成

 推計値　名古屋市推計（平成30年10月1日時点）
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社会増減数
（転入数－転出数） 推計値

少
子
化
・
高
齢
化
に
伴
う

人
口
構
造
の
変
化

　
死
亡
数
の
増
加
と
出
生
数
の
減
少

に
よ
り
、
令
和
５
（
2
0
2
3
）
年
頃

か
ら
人
口
減
少
に
転
じ
る
と
推
計
し

て
い
ま
す
。
今
後

は
、
社
会
の
支
え

手
で
あ
る
働
く
世

代
が
減
少
し
、
高

齢
者
の
増
加
が
見

込
ま
れ
ま
す
。

価
値
観
・
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

の
多
様
化

　
価
値
観
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
多

様
化
し
、
単
身
世
帯
の
増
加
な
ど
、

家
族
や
世
帯
の
あ
り
方
や
、
人
と
人

と
の
つ
な
が
り
が
変
化
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
近
年
、
外
国
人
住
民
が
大

幅
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

交
流
人
口
の
増
加

　
国
内
外
か
ら
本
市
を
訪
れ
る
観

光
客
数
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

特
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
に
よ

り
、
外
国
人
宿
泊
客
数
が
大
幅
に
増

加
し
て
い
ま
す
。

産
業
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化

　
I
o
T
、
A
I
、
ロ
ボ
ッ
ト
、
自

動
運
転
な
ど
の
技
術
革
新
の
進
展
に

よ
り
、
産
業
を
取
り
巻
く
環
境
が
急

速
に
変
化
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
少
子
化
の
進
行
に
よ
り
、

労
働
力
不
足
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

自
然
災
害
に
対
す
る
懸
念

　
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の
発
生
確

率
が
、
今
後
30
年
間
で
70
〜
80
％
と

切
迫
度
を
増
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
近
年
、
豪
雨
の
発
生
回
数

が
増
加
し
て
い
ま
す
。

名
古
屋
を
取
り
巻
く
社
会
の
動
き

令和5年頃
から減少
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ま
ち
づ
く
り
の

方
針

日本で 1 番子どもを応援！

高齢者も安心できる

みんなにやさしい

福祉の実現

令
和
12
（
２
０
３
０
）
年
頃
を
見
据
え
て

ど
の
よ
う
に
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
の
か
。

そ
の
大
き
な
方
向
性
を
、

「
ま
ち
づ
く
り
の
方
針
」
と
し
て

ま
と
め
ま
し
た
。

「NAGOYA」へ

大規模災害から

命と産業を守り、

日々の暮らしの

安心・安全を確保する

ヒト・モノ・カネ・

情報を呼び込み、

新たな価値を創造し

持続的な経済成長をめざす

名古屋大都市圏における

ハブ機能を果たし

成長をけん引する

名古屋の強みを

最大限に引き出す

し    い 豊 か な 未 来 を 創 る ！

99



名古屋城天守閣の

木造復元により、

特別史跡名古屋城跡を

世界に誇れる

日本一の近世城郭へ

「

魅力と

郷土愛にあふれる

世界の

デスティネーションへ

アジア諸国との

交流を活発に行い、

アジア・世界の

交流拠点都市へ

リニア時代の

リーダー都市へ

SDGs未来都市として、

持続可能な未来を

切りひらく

世界に冠たる
新 し い 時 代 に ふ さ わ し    

名

古

屋

の

今

、
そ

し

て

未

来

1010



都市像

●人 権が 尊 重され、誰もが 生き

　がいを持って生活できるまち 

●高齢者や障害者をはじめ誰も

が不安なく、自立して生活でき

るまち

●多様な人々が自分らしく活躍

できるまち 

人権が尊重され、

誰もがいきいきと暮らし、

活躍できるまち 

●安心して子どもを生み育てる

　ことができるまち 

●子どもが健やかに成長できる、

笑顔あふれるまち

●若者が明るい未来を切りひら

き、いきいきと活躍できるまち 

●地震や豪雨などの災害に強い

まち

●火災や犯罪、交通事故が起こり

にくいまち 

●安心・安全な市民生活が守ら

れているまち

高齢者も障害者も

みんなが元気！

子どもや若者の

あふれる笑顔！

災害に強く

安心・安全！

1都市像

安心して子育てができ、

子どもや若者が

豊かに育つまち

2都市像

人が支え合い、

災害に強く安心・安全に

暮らせるまち 

3

め
ざ
す
ま
ち
の
姿

│
５
つ
の
都
市
像
│

「
ま
ち
づ
く
り
の
方
針
」
に
基
づ
き
、

名
古
屋
市
が
め
ざ
す

将
来
の
ま
ち
の
姿
を

５
つ
の
都
市
像
と
し
て
ま
と
め
ま
し
た
。
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●快適な都市環境の中で暮らせる

まち 

●自然が身近に感じられる潤いの

あるまち 

●環境にやさしい低炭素で循環型

のまち 

●高いブランド力を有し、市民が誇

りに思えるまち

●世界から人や企業をひきつける、

開かれたまち 

●地域の産業が活性化し、高い産

業競争力を有するまち 

名

古

屋

の

今

、
そ

し

て

未

来

環境にやさしく

快適・便利！

世界に冠たる

NAGOYAへ！

都市像

快適な都市環境と

自然が

調和したまち 

4都市像

魅力と活力にあふれ、

世界から人や企業を

ひきつける、開かれたまち

5

12



名

古

屋

の

今

、
そ

し

て

未

来

総合計画ができるまで
名古屋市総合計画２０２３は、市民の皆さんとの協働により策定しました。

平成29年度

平成30年度

令和元年度

7～8月

11月

1月

2月

2月

3月

3月

8月

8～12月

9～10月

10～11月

10～12月

11～12月

12月

1月

7月

7月

9月

10月

▶

▶

▶

▶

▶

▶

▶

▶

▶

▶

▶

▶

▶

▶

▶

▶

▶

▶

▶

市民2万人アンケート

通勤・通学者アンケート

外国人市民からの意見聴取

子どもたちからの意見聴取

女性の活躍推進企業社員からの意見聴取

若者（学生）からの意見聴取

政令指定都市等居住者アンケート

中間案の公表

中間案に対する市民意見の募集

子育て世代からの意見聴取

若者からの意見聴取
「U39フューチャーセッション＠758」

タウンミーティング

大規模意見集約システム
「HAMAgree（ハマグリー）」による
インターネット大討論会
（名古屋工業大学との連携による社会実験）

外国人市民からの意見聴取

名古屋市次期総合計画づくり
市民ワークショップ

名古屋市総合計画2023（案）の公表

パブリックコメント

名古屋市会9月定例会において
「名古屋市総合計画2023の策定について」を議決（修正可決）

名古屋市総合計画2023の公表

1

1

2

2

3

3

5

5

4

4
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５
つ
の
都
市
像
の
実
現
と

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
推
進
に
向
け
て
、

45

の
施
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

市
民
と
行
政
の
協
働
を
原
動
力
に

と
も
に
未
来
へ
│

各
都
市
像
等
に
関
わ
る

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
す
る

ま
ち
の
皆
さ
ん
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

都
市
像
の

実
現
に
向
け
て

14 ※所属、役職等はインタビュー当時のものです。



人
権
が
尊
重
さ
れ
、

誰
も
が
い
き
い
き
と
暮
ら
し
、

活
躍
で
き
る
ま
ち

1

都市像

│
名
古
屋
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
に

つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
人
生
１
０
０
年
時
代
と
い
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
が
、
い
つ
ま
で
健
康

で
い
ら
れ
る
か
、
長
く
生
き
た
と
し
て

も
、
や
が
て
寝
た
き
り
に
な
り
、
認
知

症
に
な
っ
た
り
す
る
、
そ
う
し
た
不
安

は
常
に
つ
き
ま
と
い
ま
す
。
そ
ん
な
状

況
を
想
像
す
る
の
は
と
て
も
つ
ら
く
、

高
齢
者
に
と
っ
て
、
や
は
り
健
康
は
切

実
な
願
い
で
す
。
元
気
な
身
体
で
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を
通
し
て
社
会

に
貢
献
し
、
生
き
が
い
あ
る
暮
ら
し
を

送
る
。
そ
ん
な
社
会
の
実
現
に
向
け
て

活
動
し
て
い
る
の
が
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
で
、
全
国
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持

つ
高
齢
者
組
織
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
名
古
屋
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
は
、

１
２
８
１
ク
ラ
ブ
、
会
員
数
は
５
万
６

か
け
が
え
の
な
い
生
き
が
い

社
会
で
役
割
を
担
う

老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
こ
そ
が

健
康
長
寿
の
秘
け
つ

公益社団法人

名古屋市

老人クラブ連合会

会長

三溝 芳　さん
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めざす都市像の実現に向けて取り組む施策

主な成果指標

 1 .人権が尊重され差別や偏見がない社会をつくります

 2 .男女平等参画を総合的に進めます

 3 .生涯にわたる心身両面の健康づくりを支援します

 4 .適切な医療を受けられる体制を整えます

 5 .高齢者が生きがいを持って暮らせるよう支援します

 6 .高齢者が地域で安心して暮らせるよう支援します

 7 .安心して介護を受けられるよう支援します

 8 .障害者が自立して安心して暮らせるよう支援します

 9 .誰もが意欲を持って働けるよう就労支援を進めます

10.生涯にわたる学びやスポーツを通した生きがいづくりを支援します 

千
人
を
超
え
て
い
ま
す
（
令
和
２
（
２

０

２

０
）
年

１

月

時

点
）
。「
の

ば

そ

う
！
健
康
寿
命 

担
お
う
！
地
域
づ
く

り
を
」
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
健
康
づ
く

り
、
生
き
が
い
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り

を
活
動
の
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
老
人

ク
ラ
ブ
は
、
徒
歩
で
集
ま
れ
る
こ
と
、

無
理
な
く
頻
繁
に
活
動
で
き
る
こ
と
が

大
切
で
、
顔
な
じ
み
の
ご
近
所
さ
ん
が

集
ま
っ
て
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
仲
間

と
一
緒
に
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
体
操
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
行
っ
た
り
、
公

園
の
美
化
活
動
な
ど
に
取
り
組
む
の
は

楽
し
い
で
す
し
、
時
に
は
旅
行
を
す
る

こ
と
も
あ
る
ん
で
す
よ
。
ま
た
、
経
験

豊
か
で
地
域
の
こ
と
に
も
精
通
し
て
い

る
高
齢
者
は
、
地
域
活
動
に
貢
献
で
き

ま
す
。
こ
れ
は
高
齢
者
に
と
っ
て
も
か

け
が
え
の
な
い
生
き
が
い
と
な
り
ま

す
。
高
齢
者
が
い
き
い
き
と
し
て
い
る

ま
ち
は
活
気
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。

│
今
後
、
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
こ
と
や
目
標
は
？

　
高
齢
に
な
る
と
今
ま
で
で
き
て
い
た

こ
と
が
で
き
な
く
な
っ

て
、
生
活
に
不
便
を
感
じ

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ

ん
な
時
こ
そ
私
た
ち
の
出

番
で
す
。
地
域
の
実
情
や

同
世
代
の
気
持
ち
が
わ
か

り
ま
す
か
ら
ね
。「
み
ん
な

で
楽
し
く
や
ろ
う
」
と
い

う
声
か
け
や
お
互
い
を
思

い
や
る
心
が
大
切
で
す
。

　
老
人
ク
ラ
ブ
の
利
点

は
、
住
み
慣
れ
た
地
域
に

根
ざ
し
、
仲
間
づ
く
り
で

団
結
し
、
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
困
り
ご

と
も
解
決
し
て
い
く
と
こ
ろ
。
点
で
は

な
く
線
で
つ
な
が
っ
て
い
け
る
こ
と
が
、

老
人
ク
ラ
ブ
の
良
さ
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
を
、
こ
れ
か
ら
も
ア
ピ
ー
ル

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
名
古

屋
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
で
は
、
よ
り

親
し
み
や
す
く
、
活
動
や
魅
力
を
知
っ

て
も
ら
う
た
め
「
な
ご
や
か
ク
ラ
ブ
名

古
屋
」
の
愛
称
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
会

員
は
も
と
よ
り
、
会
員
以
外
の
人
の
意

見
も
聞
き
入
れ
な
が
ら
、「
名
古
屋
の
老

人
ク
ラ
ブ
は
ち
ょ
っ
と
違
う
ぞ
」
と
、
全

国
か
ら
注
目
さ
れ
る
よ
う
な
老
人
ク
ラ

ブ
を
こ
れ
か
ら
も
め
ざ
し
て
い
き
ま
す
。

基本的人権が尊重され

ている社会だと思う市民

の割合

困った時に相談できる人

が 隣 近 所や地 域にいる

高齢者の割合

都

市

像

の

実

現

に

向

け

て

直近の
現状値

69.5%
（平成30年度）

72% 75%

63.7%
（平成30年度）

70% 75%

目標値
令和5年度

目標値
令和12年度

column

地
域
と
と
も
に
あ
る

老
人
ク
ラ
ブ
の
役
割

北生涯学習センター体育館での体力測定
ボッチャは、ジャックボール（目標

球）と呼ばれる白いボールに、赤と

青それぞれ6球のボールを投げた

り、転がしたり、他のボールに当て

たりして、いかに近づけるかを競う

スポーツで、パラリンピックの正式

種目となっています。障害の有無に

関わらず、子どもから高齢者まで誰

でも楽しむことができるボッチャで

すが、トップアスリートともなると、

緻密な戦略や針の穴を通すような

投球で、観る者を魅了します。

みんなでボッチャ！

写真提供：一般社団法人日本ボッチャ協会
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と
し
て
、
子
ど
も
自
身
の
力
が
発
揮
で
き

る
よ
う
に
一
緒
に
考
え
た
り
、
寄
り
添
う

団
体
と
し
て
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

　
私
が
日
々
従
事
し
て
い
る
「
名
古
屋

市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

（
7
5
8
キ
ッ
ズ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）
」
に

は
、
主
に
０
歳
か
ら
２
歳
の
乳
幼
児

と
そ
の
保
護
者
が
多
く
来
ら
れ
ま
す
。

│
こ
ど
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
つ
い
て
教
え
て

く
だ
さ
い
。

　
こ
ど
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
、「
子
ど
も
の
権
利

条
約
（
平
成
元
（
１
９
８
９
）
年
11
月
に

国
連
総
会
で
採
択
）
」
に
定
め
ら
れ
て
い

る
子
ど
も
の
生
き
る
権
利
、
育
つ
権
利
、

守
ら
れ
る
権
利
、
参
加
す
る
権
利
を
基

盤
と
し
て
、
子
ど
も
が
社
会
参
画
す
る

場
や
機
会
を
つ
く
り
、
子
ど
も
と
お
と
な

が
と
も
に
持
続
可
能
な
社
会
を
つ
く
る

た
め
に
、
乳
幼
児
期
か
ら
青
年
期
を
対

象
と
し
た
多
様
な
事
業
を
展
開
し
て
い

ま
す
。
遊
、
学
、
食
そ
し
て
居
る
場
そ
れ

ぞ
れ
で
子
ど
も
た
ち
自
ら
が
「
や
っ
て
み

た
い
」
と
思
う
活
動
を
通
し
て
、
自
分
の

現
在
と
未
来
の
こ
と
を
考
え
、
行
動
し
て

い
け
る
社
会
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
子
ど

も
の
貧
困
が
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る

昨
今
、
子
ど
も
と
お
と
な
は
パ
ー
ト
ナ
ー

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
、

子
ど
も
や
若
者
が
豊
か
に
育
つ
ま
ち

2

子
ど
も
と
お
と
な
は
パ
ー
ト
ナ
ー

今
と
未
来
を
と
も
に
歩
む

関
係
づ
く
り
に
寄
り
添
っ
て
い
く

特定非営利活動法人

こどもNPO 理事

小野 智子さん

都市像

子
ど
も
一
人
ひ
と
り
が

権
利
の
主
体

子育てコンシェルジュが常駐する

「758キッズステーション」
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振
り
回
さ
れ
な
い
力
が
必
要
に
な
っ
て

い
ま
す
。
一
人
で
抱
え
込
み
、
き
つ
い
思

い
を
し
続
け
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
保

護
者
同
士
で
話
し
合
え
る
機
会
や
場
づ

く
り
が
こ
れ
か
ら
も
必
要
で
す
。
刻
一

刻
と
社
会
状
況
が
変
わ
る
時
代
、
安

心
・
安
全
に
子
育
て
で
き
る
よ
う
に
、

情
報
に
振
り
回
さ
れ
ず
、
判
断
す
る
力

と
知
恵
を
提
供
で
き
る
私
た
ち
で
あ
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
か
ら
、
子
ど
も
も
、
お
と
な
も
、

未
来
を
一
緒
に
つ
く
る
権
利
が
あ
り
ま

す
。
み
ん
な
が
主
体
的
な
存
在
で
す
。

そ
ん
な
関
係
を
子
ど
も
と
お
と
な
の

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で
築
い
て
い
き
た

い
で
す
ね
。

i
n
t
e
r
v
i
e
w

都

市

像

の

実

現

に

向

け

て

主な成果指標
直近の
現状値

79.8%
（平成30年度）

83% 86%

81.0%
（平成30年度）

83% 86%

目標値
令和5年度

目標値
令和12年度

11.安心して子どもを生み育てられる環境をつくります

12.子どもが健やかに育つよう、子ども・家庭を支援します

13.虐待やいじめ、不登校から子どもを救います

14.子どもの個性を大切にし、幅広い学力と豊かな心、健やかな体を育みます

15.若い世代が学び育ち、活躍できるまちをつくります

そ
こ
で
、
普
段
か
ら
講
座
な
ど
を
通
じ

て
伝
え
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
の
が

「
赤
ち
ゃ
ん
に
も
人
権
が
あ
る
」
と
い
う

こ
と
。「
子
ど
も
の
権
利
条
約
」
や
「
な

ご
や
子
ど
も
条
例
」
に
も
あ
る
よ
う
に
、

子
育
て
支
援
は
、
子
ど
も
を
育
て
や
す

く
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
子
ど
も
自
身

が
育
ち
や
す
く
な
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

た
だ
、
乳
幼
児
期
の
子
ど
も
は
、
権
利

の
主
体
と
い
い
な
が
ら
、
特
別
な
保
護

が
必
要
な
ん
で
す
。
赤
ち
ゃ
ん
は
、
明
確

な
言
葉
に
よ
る
表
現
で
は
な
く
、
泣
い

た
り
、
笑
っ
た
り
す
る
こ
と
で
自
分
の

気
持
ち
や
感
情
を
伝
え
ま
す
。
こ
れ
が

意
見
表
明
で
あ
り
、
参
加
に
つ
な
が
る

も
の
。
寄
り
添
う
人
は
子
ど
も
の
発
達

に
つ
い
て
の
知
識
を
持
ち
、
子
ど
も
が

伝
え
た
い
こ
と
や
子
ど
も
の
気
持
ち
を

理
解
す
る
力
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

│
今
後
、
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
こ
と
や
目
標
は
？

　
乳
幼
児
期
は
、
一
生
の
土
台
が
作
ら

れ
る
大
事
な
時
期
で
す
。
そ
の
時
期
に

一
番
子
ど
も
と
関
わ
る
保
護
者
な
ど
へ

の
支
援
が
大
切
だ
と
考
え
、
そ
の
理
解

を
深
め
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
社
会
で
は
、
少
子
化
が
進
む
中
、

子
育
て
支
援
と
し
て
拠
点
等
の
整
備
が

進
み
、
既
存
の
「
集
い
の
場
」
に
来
る
人

や
、
利
用
す
る
人
が
減
り
、
拡
散
し
て

い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
昔
な
ら
、

子
育
て
家
庭
同
士
の
行
き
来
が
多
く
あ

り
ま
し
た
が
、
今
は
「
子
ど
も
が
相
手

の
家
の
中
を
汚
し
て
し
ま
っ
た
ら
ど
う

し
よ
う
」
と
い
う
よ
う
な
心
配
や
不
安

を
持
つ
傾
向
が
あ
る
よ
う
で
す
。
困
っ

た
こ
と
が
あ
れ
ば
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

す
ぐ
に
調
べ
ら
れ
る
時
代
で
す
が
、
自

分
と
し
て
の
判
断
軸
を
持
ち
、
情
報
に

子育てしやすいまちだと

思う市民の割合

自分のことを好きと答え

る子どもの割合

グローバル社会において活躍できる

人材を育成するために、学校で学ん

だことを実際に試してみる体験等の

機会を創出する場として、令和元

（2019）年7月、名古屋市教育館内

に「グローバル・エデュケーション・

センター」が開設されました。海外の

大学講師を招いて実施する講座や、

ネイティブスピーカーとの交流活動

を含むイングリッシュキャンプ等、名

古屋の子ども達がグローバルな社

会を体感できる新しい施設です。

世界への扉

column

未
来
を
一
緒
に
つ
く
る

権
利

めざす都市像の実現に向けて取り組む施策

海外の大学の教授による講座の様子
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人
が
支
え
合
い
、

災
害
に
強
く
安
心
・
安
全
に

暮
ら
せ
る
ま
ち

3

都市像

前
田
さ
ん
：
私
は
P
T
A
役
員
の
つ
な

が
り
か
ら
入
団
し
た
の
で
す
が
、
今
な

お
、
人
と
の
つ
な
が
り
が
大
切
だ
と
感

じ
て
い
ま
す
。
団
長
に
な
っ
て
か
ら
は
、

近
隣
消
防
団
と
の
関
係
も
大
切
に
し

て
、
合
同
訓
練
や
親
睦
を
目
的
と
し
た

行
事
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
よ

う
な
つ
な
が
り
か
ら
生
ま
れ
る
の
が
、

い
ざ
と
い
う
時
の
助
け
合
い
な
ん
で

す
。
火
災
の
現
場
で
は
、
学
区
だ
け
で

は
対
応
し
き
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
そ
ん
な
時
は
、
近
隣
消
防
団
の
応

援
が
と
て
も
頼
も
し
い
ん
で
す
。
広
い

範
囲
で
つ
な
が
り
を
持
っ
て
お
く
こ
と

が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
ね
。

若
園
さ
ん
：
私
は
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら

感
謝
の
言
葉
を
い
た
だ
け
る
こ
と
が
一

番
の
や
り
が
い
で
す
。「
次
も
が
ん
ば
ろ

う
」
と
自
分
を
奮
い
立
た
せ
て
く
れ
ま

す
し
、
地
域
の
役
に
立
っ
て
い
る
と
思

う
と
、
自
分
の
自
信
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。
異
な
る
世
代
の
人
と
コ
ミ
ュ
ニ

│
消
防
団
の
活
動
に
つ
い
て
教
え
て

く
だ
さ
い
。

前
田
さ
ん
：
小
坂
消
防
団
（
緑
区
）
は
、

平
成
18
（
２
０
０
６
）
年
４
月
に
、
20
人

の
団
員
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
現
在

は
、
男
性
が
19
人
、
女
性
が
団
長
の
私
１

人
で
す
。
定
期
的
な
活
動
と
し
て
は
、
月

２
回
の
定
例
会
や
訓
練
、
火
災
予
防
の

た
め
学
区
内
を
回
る
広
報
が
あ
り
ま
す
。

若
園
さ
ん
：
名
古
屋
市
大
学
生
消
防
団

は
、
現
在
８
分
団
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
私
が
所
属
し
て
い
る
南
山
大
学
分

団
は
、
地
域
の
防
災
力
向
上
と
、
広
報

活
動
を
目
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
学

区
の
防
災
訓
練
や
お
祭
り
に
参
加
し

て
、
地
域
の
人
と
関
わ
り
な
が
ら
消
火

器
の
操
作
方
法
の
指
導
や
、
子
ど
も
た

ち
を
対
象
と
し
た
防
災
ク
イ
ズ
な
ど
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

つ
な
が
り
で
守
る

地
域
防
災
の
要

日
々
の
つ
な
が
り
を
大
切
に

防
災
を
も
っ
と
身
近
に

感
じ
ら
れ
る

消
防
団
で
あ
り
た
い

（左）名古屋市

小坂消防団 団長

前田 美智子さん

（右）名古屋市大学生消防団

南山大学分団

若園 拓海さん
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都

市

像

の

実

現

に

向

け

て

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
る
の
も
、
消
防
団

の
魅
力
だ
と
思
い
ま
す
。

│
今
後
、
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
こ
と
や
目
標
は
？

前
田
さ
ん
：
今
後
の
目
標
の
一
つ
が
「
知

識
や
経
験
の
共
有
」
で
す
。
消
防
団
に

は
さ
ま
ざ
ま
な
職
種
の
人
が
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
得
意
分
野
が
異
な
り
ま
す
。
団

員
一
人
ひ
と
り
の
得
意
な
こ
と
を
活
か

し
て
、
知
識
や
経
験
を
共
有
す
れ
ば
、

一
人
で
は
で
き
な
か
っ
た
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と

思
い
ま
す
。

若
園
さ
ん
：
私
の
目

標
は
、

消
防
団
で
得
た
知
識
や
技
能

を
社
会
人
に
な
っ
て
も
さ
ま

ざ
ま
な
場
面
で
活
か
し
て
い

く
こ
と
。
家
庭
や
職
場
を
問

わ
ず
、
防
災
・
防
火
上
で
危

険
な
箇
所
は
な
い
か
見
極
め
、
行
動
で

き
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。
あ
と
、
家

族
や
友
人
、
同
僚
な
ど
に
防
災
の
大
切

さ
を
伝
え
、
防
災
の
輪
を
広
げ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

前
田
さ
ん
：
地
域
の
消
防
や
防
災
活
動

を
通
し
て
、
私
が
名
古
屋
の
未
来
に
期

待
す
る
の
は
、
火
事
や
事
故
が
な
く
、

み
ん
な
が
住
み
や
す
い
ま
ち
で
あ
っ
て

ほ
し
い
と
い
う
こ
と
。
そ
の
た
め
に
も
、

も
っ
と
地
域
に
親
し
ま
れ
る
消
防
団
に

な
っ
て
、
ふ
る
さ
と
を
守
っ
て
い
き
た

い
で
す
。

若
園
さ
ん
：
私
が
期
待
す
る
名
古
屋
の

未
来
は
、
地
域
が
一
丸
と
な
っ
て
、
ま

さ
に
「O

N
E

 T
E

A
M

」
で
防
災
に
取
り

組
む
ま
ち
で
あ
る
こ
と
。
そ
し
て
、
誰

も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
名
古
屋
市
で

あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

地
域
に
親
し
ま
れ
る

O
N

E
 T

E
A

M

column

主な成果指標

16.災害に強い都市基盤の整備を進めます

17.防災・減災対策を進めるとともに、地域防災力の向上を支援します

18.市民の命を守る消防体制の充実強化をはかります

19.犯罪や交通事故のない、安心・安全な地域づくりを進めます

20.衛生的な環境を確保します

21.安心・安全でおいしい水道水を安定供給します

22.消費生活の安定・向上と、食の安全・安心を確保します

災害に強いまちづくりが

できていると思う市民の

割合

1 1 9 番 通 報 受 付から病

院収容までの平均時間

直近の
現状値

51.8%
（平成30年度）

55% 65%

31.3分
（平成30年）

30分以下
（令和5年）

30分以下
（令和12年）

目標値
令和5年度

目標値
令和12年度

緑区消防団連合観閲式の一斉放水

南山大学分団と中京大学分団を

対象とした教養訓練

名古屋市内には、地震などの災害

による断水に備えて、200か所以上

の応急給水施設があります。また、

すべての市立小中学校などに「地下

式給水栓」を設けていて、災害時に

地域の皆さんが自ら操作をするこ

とで飲料水を確保できます（操作に

必要な器具は、学校の防災倉庫な

どに保管してあります）。いざという

時のために、お近くの応急給水施設

や地下式給水栓の場所を確認して

おきましょう。

足元にある備え

地下式給水栓（マンホールの蓋を開ける
と、中にじゃ口が設置されています。）

めざす都市像の実現に向けて取り組む施策
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快
適
な
都
市
環
境
と
自
然
が

調
和
し
た
ま
ち

4

都市像

│
な
ご
や
生
物
多
様

性
保
全
活
動
協
議
会
に
つ

い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
な
ご
や
生
物
多
様
性

保
全
活
動
協
議
会
は
、
名

古
屋
市
に
生
息
・
生
育
す

る
生
物
と
そ
の
環
境
を
継

続
的
に
調
査
し
、
生
物
多
様
性
の
現
状

把
握
や
外
来
種
の
防
除
な
ど
を
通
し

て
、
身
近
な
自
然
の
保
全
を
目
的
に
平

成
23
（
２
０
１
１
）
年
５
月
に
設
立
さ

れ
た
団
体
で
す
。
天
白
区
に
あ
る
な
ご

や
生
物
多
様
性
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に
、

市
民
・
専
門
家
・
行
政
な
ど
が
協
働
で

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
名
古
屋
市
で
は
、
都
市
化
の
進
展
に

伴
い
、
開
発
や
外
来
生
物
の
侵
入
な
ど

に
よ
っ
て
生
物
多
様
性
が
損
な
わ
れ
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
東
部
丘
陵
地
の
ま

と
ま
っ
た
緑
地
や
た
め
池
、
河
川
な
ど

を
中
心
に
、
現
在
も
こ
の
地
域
固
有
の

希
少
な
生
物
を
含
む
６
０
０
０
種
近
い

生
物
が
生
息
・
生
育
し
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
現
状
を
、「
な
ご
や
市
民
生
き
も
の

調
査
員
（
市
民
調
査
員
）
」
の
活
動
や
「
な

伝
え
て
い
き
た
い

大
切
な
命

自
然
と
共
生
す
る
未
来
へ

身
近
に
あ
る
自
然
生
態
系
を

市
民
の
宝
と
し
て
守
っ
て
い
く

なごや生物多様性

保全活動協議会

会長

長谷川 泰洋さん

夏休みの小中学生を対象に協議会会員が講師

として行うなごや生物多様性サマースクール
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主な成果指標

23.大気や水質などが良好に保たれた快適な生活環境を確保します

24.身近な自然や農にふれあう環境をつくります

25.公共交通を中心とした楽しく快適なまちづくりを進めます

26.良好な都市基盤が整った生活しやすい市街地を形成します

27.歩行者や自転車にとって安全で快適な道路環境を確保します

28.バリアフリーのまちづくりを進めます

29.多様なニーズに対応した安心・ゆとりある住生活の実現・継承を

はかります

30.市民・事業者の環境に配慮した活動を促進します

31.低炭素都市づくりを進めます

32.3R を通じた循環型都市づくりを進めます　

ご
や
生
き
も
の
一
斉
調
査
」
、「
な
ご
や
生

物
多
様
性
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
」
な
ど
を
通

じ
て
、
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
周
知
に

つ
と
め
て
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
生
き
も

の
と
ふ
れ
あ
え
る
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
は
、

子
ど
も
た
ち
に
大
人
気
な
ん
で
す
よ
。

　
市
内
各
所
で
生
き
も
の
の
調
査
を

行
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
希
少
な
種
の

生
息
が
確
認
で
き
た
り
、
新
た
な
発
見

が
あ
っ
た
時
、
保
全
効
果
に
一
定
の
成

果
が
見
え
て
き
た
時
は
う
れ
し
い
で
す

ね
。
多
く
の
人
に
生
き
も
の
に
興
味
を

持
っ
て
も
ら
い
、
私
た
ち
の
仲
間
に

な
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
生
物
多
様
性

を
魅
力
的
に
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
こ

と
が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

│
今
後
、
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
こ
と
や
目
標
は
？

　
令
和
２
（
２
０
２
０
）
年
は
、
C
O
P

10
で
採
択
さ
れ
た
生
物
多
様
性
の
世
界

目
標
で
あ
る
「
愛
知
目
標
」
の
目
標
年

で
あ
り
、「
未
来
へ
つ
な
ぐ
『
国
連
生
物

多
様
性
の
10
年
』
せ
い
か
リ
レ
ー
」
と
い

う
全
国
的
な
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
機
会
を
大
き
な
節
目
と

し
て
、
協
議
会
で
は
今
、
こ
れ

ま
で
の
10
年
を
振
り
返
り
、

こ
れ
か
ら
の
10
年
の
展
望
を

描
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。
名
古

屋
市
が
生
物
多
様
性
の
分
野

で
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
都
市

で
あ
り
続
け
て
ほ
し
い
で
す

し
、
そ
の
た
め
に
は
、
よ
り
多

く
の
市
民
や
企
業
の
関
心
が

必
要
で
す
。
在
来
の
生
態
系

を
残
し
、
そ
れ
ら
と
ふ
れ
あ
え

る
機
会
を
提
供
し
て
い
く
こ

と
で
生
物
多
様
性
に
つ
い
て
多
く
の
市

民
の
皆
さ
ん
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
協
議
会
と
し
て
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
都
市
の
自
然
環
境
は
だ
ん
だ
ん
人
工

的
な
も
の
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
の

一
方
で
、
市
内
に
は
里
山
だ
け
で
な
く
、

社
寺
林
な
ど
に
地
域
固
有
の
生
態
系
が

多
く
残
っ
て
い
ま
す
。
名
古
屋
が
自
然
と

共
生
し
た
都
市
に
な
っ
て
い
く
た
め
に

も
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
こ
う
し
た
生
態

系
と
ふ
れ
あ
い
、
生
物
や
自
然
環
境
と

の
つ
な
が
り
を
喜
べ
る
感
性
や
知
識
を

育
め
る
よ
う
、
身
近
な
協
議
会
を
め
ざ

し
て
い
き
た
い
で
す
。

公共交通が便利で利用し

やすいと思う市民の割合

ごみ・資源の総排出量

都

市

像

の

実

現

に

向

け

て

直近の
現状値

81.6%
（平成30年度）

83% 85%

88.8万トン
（平成30年度）

88万トン 87万トン

目標値
令和5年度

目標値
令和12年度

自
然
環
境
と
つ
な
が
る

喜
び
を

column

公園にある通称“富士山すべり台”

という遊具をご存知でしょうか？約

50年前に名古屋市職員が設計した

名古屋発祥の遊具で、市内をはじ

め東海地域に多く設置されていま

す。色や形、大きさなど、それぞれに

個性がありますが、末広がりのフォ

ルムや、公園のシンボルとなる存在

感は、日本の名峰「富士山」のイ

メージが重なります。今度の休日、

身近な公園で富士登山を楽しんで

みてはいかがでしょうか？

名古屋に富士山！？ 

1966年度に設置された第1号の「富士山
滑り台」（吹上公園［名古屋市昭和区］）

めざす都市像の実現に向けて取り組む施策
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魅
力
と
活
力
に
あ
ふ
れ
、

世
界
か
ら
人
や
企
業
を

ひ
き
つ
け
る
、

開
か
れ
た
ま
ち

5

都市像

泊
ま
る
必
要
の
な
い
地
元
の
人
は
来
て

く
れ
ま
せ
ん
が
、
カ
フ
ェ
で
あ
れ
ば
地

元
の
人
も
気
軽
に
来
る
こ
と
が
で
き
ま

す
よ
ね
。
そ
こ
で
、
英
語
な
ど
が
話
せ

る
私
た
ち
ス
タ
ッ
フ
が
間
に
入
り
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
後
押
し
し
ま
す
。

「
今
日
は
こ
ん
な
と
こ
ろ
へ
行
っ
て
き

た
」
と
い
う
旅
行
者
に
対
し
て
、「
こ
こ

も
オ
ス
ス
メ
だ
よ
」
と
地
元
の
人
が
穴

場
を
教
え
て
あ
げ
る
。
気
軽
で
自
然
な

交
流
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
中
に
は
意

気
投
合
し
て
、
帰
国
後
も
交
流
が
続
い

て
い
た
り
、
日
本
へ
の
留
学
の
き
っ
か
け

に
な
っ
た
り
し
て
い
る
ん
で
す
よ
。

│
今
後
、
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
こ
と
や
目
標
は
？

　
最
近
、
名
古
屋
で
も
海
外
の
文
化
と

│
グ
ロ
ー
カ
ル
名
古
屋
に
つ
い
て
教

え
て
く
だ
さ
い
。

　
多
文
化
共
生
の
社
会
づ
く
り
を
め
ざ

す
事
業
と
し
て
、
英
会
話
教
室
「
旅
人
の

英
会
話
」
、
宿
泊
施
設
「
グ
ロ
ー
カ
ル
名

古
屋
バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
ー
ズ
ホ
ス
テ
ル
」
、

飲
食
店
「
グ
ロ
ー
カ
ル
カ
フ
ェ
」
、「
喫
茶

モ
ー
ニ
ン
グ
」
を
運
営
し
て
い
ま
す
。
グ

ロ
ー
バ
ル
（
世
界
）
と
ロ
ー
カ
ル
（
地
元
）

の
接
点
を
持
つ
こ
と
で
、
名
古
屋
と
い
う

地
元
で
異
文
化
交
流
が
で
き
る
、
人
と

文
化
が
つ
な
が
る
場
づ
く
り
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
ー
ズ
ホ
ス

テ
ル
の
場
合
、
単
な
る
外
国
人
向
け
の

宿
泊
施
設
で
は
な
く
、
ホ
ス
テ
ル
兼
カ

フ
ェ
（
１
階
が
グ
ロ
ー
カ
ル
カ
フ
ェ
、
２

階
が
ホ
ス
テ
ル
）
の
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
こ

と
が
特
徴
で
す
。
ホ
ス
テ
ル
だ
け
で
は

気
軽
に
人
と
文
化
が

つ
な
が
る
場
を

違
い
を
尊
重
し
、

多
様
な
人
が
受
け
入
れ

ら
れ
る
ま
ち
へ

名
古
屋
の
資
源
を
活
か
し
て

グ
ロ
ー
バ
ル
（
世
界
）
と

ロ
ー
カ
ル
（
地
元
）
を
つ
な
ぐ

グローカル名古屋
代表

市野 将行さん
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都

市

像

の

実

現

に

向

け

て

の
接
点
を
持
つ
機
会
が
増
え
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
身
近
な
と
こ
ろ
で
は
、
コ

ン
ビ
ニ
の
店
員
さ
ん
が
そ
う
で
す
よ

ね
。
市
内
で
も
た
く
さ
ん
の
外
国
人
が

働
い
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
彼
ら
と

の
交
流
や
関
わ
り
合
い
が
少
な
い
と
思

い
ま
す
。
私
た
ち
の
取
り
組
み
も
、
も
っ

と
ま
ち
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
異
文
化
交
流
の
面

で
、
自
分
た
ち
が
主
導
的
に
人
材
育
成

し
た
り
、
も
っ
と
気
軽
に
交
流
で
き
る

場
や
仕
組
み
を
ま
ち
の
中
に
広
げ
て
い

き
た
い
で
す
。

　
令
和
元
（
２
０
１
９
）
年
５
月
に
オ
ー

プ
ン
し
た
「
喫
茶
モ
ー
ニ
ン
グ
」
は
、
一

つ
の
拠
点
（
グ
ロ
ー
カ
ル
カ
フ
ェ
＆
ホ
ス

テ
ル
）
の
中
だ
け
で
多
様
性
を
尊
重
す

る
場
づ
く
り
を
行
う
の
で
は
な
く
、
他

と
の
協
働
に
よ
っ
て
も
っ
と
ま
ち
へ
広

が
っ
て
い
く
、
浸
透
し
て
い
く
よ
う
な

取
り
組
み
へ
発
展
で
き
る
よ
う
に
意
識

し
た
店
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。「
喫

茶
モ
ー
ニ
ン

グ
」
は
、
商
店
街
と
い

う
ロ
ー
カ
ル
か
つ
日

常
的
な
時
間
の
中
で
、

多
様
な
価
値
観
が
交

流
す
る
空
間
で
す
。
老

若

男

女
、
日

本

人

も

外
国
人
も
、
地
元
の
人

も
観
光
客
も
、
ど
ん
な

人
で
も
目
的
に
応
じ

て
く
つ
ろ
げ
る
場
所
で

あ
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
す
べ
て
の

事

業
を

通
じ
て
大
切
に
し
て
い
る
の
は
、
人
が

持
つ
多
様
な
価
値
観
や
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ

ン
ド
を
尊
重
す
る
こ
と
。
常
に
心
を

オ
ー
プ
ン
に
し
て
、
一
人
ひ
と
り
と
向

き
合
う
こ
と
を
大
切
に
考
え
て
い
ま

す
。
名
古
屋
全
体
で
多
文
化
共
生
の
取

り
組
み
が
も
っ
と
進
ん
で
、
違
い
を
尊

重
し
、
多
様
な
人
が
受
け
入
れ
ら
れ
る

国
際
都
市
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

私
た
ち
と
関
わ
る
人
だ
け
で
な
く
、
名

古
屋
に
住
む
人
、
来
る
人
、
み
ん
な
に

と
っ
て
名
古
屋
が
も
っ
と
楽
し
く
、
愛

着
が
持
て
る
お
も
し
ろ
い
ま
ち
で
あ
っ

て
ほ
し
い
で
す
ね
。

column

主な成果指標

33.世界に誇れる都市としてふさわしい都心機能・交流機能を高めます
34.国際的に開かれたまちづくりを進めます
35.港・水辺の魅力向上をはかります
36.魅力的な都市景観の形成を進めます
37.歴史・文化芸術に根ざした魅力向上をはかるとともに、市民による

魅力発信を促進します 
38.観光の振興・MICE（マイス）の推進と情報発信により交流を促進します
39.スポーツを活かしてまちの魅力と活力を高めます
40.地域の産業を育成・支援します
41.新たな価値を創造する産業を振興するとともに、産業交流を促進します

観光客の満足度

昼間就業者1人当たり
市内総生産

直近の
現状値

78.2%
（平成29年）

90%
（令和5年）

90%以上
（令和12年）

9,087千円
（平成28年度）

9,700千円
（令和3年度）

11,000千円
（令和10年度）

目標値
令和5年度

目標値
令和12年度

名古屋城の天守台（天守閣の土台

の石垣）には、隅角部を中心に、石

垣を築いた加藤清正（現在の熊本

県にあたる肥後国（ひごのくに）の

大名）の家臣団が、それぞれの名を

刻んで残しています。代表的なもの

としては、大天守台の石垣の北東角

（本丸を不明門から出てすぐ左側）、

下から5石目の角石（すみいし）に

「加藤肥後守 内小代下総」という文

字が読み取れます。ぜひ探してみて

ください。

匠の刻銘

「加藤肥後守 内小代下総」と刻まれた角石

めざす都市像の実現に向けて取り組む施策
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市
民
サ
ー
ビ
ス
の
推
進

１
６
）
年
か
ら
は
、「
み
（
ん
）
な
と
ま

ち
を
つ
く
る
ア
ー
カ
イ
ブ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
と
し
て
、
港
ま
ち
に
住
む
人
々
の

個
人
的
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
収
集
し
て
展

覧
会
も
始
め
ま
し
た
。
港
ま
ち
の
人
々

へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通
し
て
、
こ
の

ま
ち
の
未
来
に
つ
い
て
考
え
る
企
画
で

す
。
ま
ち
を
歩
い
て
、
見
た
り
聞
い
た

り
し
た
こ
と
を
文
章
で
記
録
し
て
い
く

と
目
に
は
見
え
な
い
も
う
一
つ
の
風
景

が
立
ち
上
が
っ
て
く
る
ん
で
す
。
港
ま

ち
の
歴
史
を
物
語
る
生
活
道
具
に
出

会
え
た
り
、
戦
時
中
の
貴
重
な
お
話
が

聞
け
た
り
。
伊
勢
湾
台
風
の
体
験
談
か

ら
、
防
災
対
策
に
つ
い
て
学
ん
だ
り
。

ル
ー
ツ
や
昔
話
が
ま
ち
の
未
来
を
考
え

る
た
め
の
手
が
か
り
に
な
る
。
人
々
の

な
つ
か
し
い
記
憶
は
、
ま
ち
の
未
来
の

絵
姿
を
示
し
て
く
れ
て
い
る
よ
う
な
気

が
し
ま
す
。

　
今
の
ま
ち
づ
く
り
の
肝
は
、
人
と
社

会
と
そ
の
関
係
性
の
再
構
築
だ
と
考
え

│
港
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
港
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
は
、
名
古
屋

港
エ
リ
ア
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
、
住
民
と

行
政
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。「
な
ご
や
の
み
（
ん
）

な
と
ま
ち
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
名
古

屋
中
、
そ
し
て
、
全
国
に
誇
れ
る
「
み
ん

な
の
港
ま
ち
」
を
め
ざ
し
、「
暮
ら
す
、

集
う
、
創
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
防
災
、
子

育
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ガ
ー
デ
ン
、
ま

ち
の
魅
力
や
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
、
ア
ー

ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
な
視
点
を
取
り
入
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な

事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
日
頃
か
ら
ま
ち
を
歩
い
て
人
に
出
会

い
、
話
を
聞
く
こ
と
、
課
題
と
な
っ
て

い
る
現
場
を
よ
く
見
る
こ
と
が
大
切

だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
平
成
28
（
２
０

る
ん
で
す
。
逆
に
言
え
ば
、
自
分
の
人

生
に
真
摯
に
向
き
合
う
人
が
社
会
を
変

え
て
い
く
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
ん
な
人
た
ち
に
こ
れ
か
ら
も
数

多
く
出
会
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。
僕

ら
は
、
そ
う
し
た
人
々
が
集
う
ハ
ブ
に

な
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　
僕
が
ま
ち
づ
く
り
に
出
会
っ
た
の
は

大
学
院
生
の
時
で
し
た
。
愛
知
万
博
を

契
機
に
再
生
を
め
ざ
す
地
域
を
大
学
で

応
援
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
き
っ
か
け

で
す
。
何
一
つ
で
き
な
い
未
熟
な
若
者

て
い
ま
す
。
人
と
人
、
人
と
社
会
が
つ

な
が
り
を
取
り
戻
す
。
人
と
向
き
合
い
、

付
き
合
っ
て
い
く
こ
と
は
、
わ
ず
ら
わ

し
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
あ
き
ら
め

て
は
い
け
な
い
。
か
け
が
え
の
な
い
豊

か
さ
は
、
そ
の
先
に
こ
そ
あ
る
と
信
じ

た
い
で
す
。

│
今
後
、
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
こ
と
や
目
標
は
？

　
人
と
社
会
の
関
係
性
が
回
復
す
る

と
、
そ
こ
に
ど
ん
な
変
化
が
生
ま
れ
る

の
か
、
一
つ
ひ
と
つ
体
現
し
て
い
き
た
い

と
い
う
願
い
が
僕
に
は
あ
り
ま
す
。
ま

ち
づ
く
り
と
真
剣
に
向
き
合
っ
て
い
る

と
、
自
分
づ
く
り
に
も
つ
な
が
っ
て
く

全
国
に
誇
れ
る

「
み
ん
な
の
港
ま
ち
」へ

大
切
な
の
は

実
践
へ
の
第
一
歩

港まちづくり協議会の中長期ビジョンで

ある「み（ん）なとまちVISION BOOK」

の改訂ワークショップの風景
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都

市

像

の

実

現

に

向

け

て

を
、
地
域
は
丸
ご
と
受
け
入
れ
て
く
れ

ま
し
た
。
そ
う
す
る
と
不
思
議
と
力
が

湧
い
て
く
る
。
誰
に
だ
っ
て
役
割
が
あ
る

ん
で
す
。
若
い
頃
の
濃
密
な
ま
ち
づ
く

り
体
験
が
僕
の
人
生
を
支
え
て
く
れ
て

い
ま
す
。
本
当
は
、
人
は
誰
し
も
自
分
の

関
わ
る
ま
ち
を
見
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
ち
づ
く

り
っ
て
本
当
に
お
も
し
ろ
い
。
そ
の
感
覚

は
今
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。
自
分
の
人
生

を
大
切
に
し
た
い
と
思
う
な
ら
、
そ
れ

を
支
え
て
く
れ
る
人
や
社
会
に
つ
い
て

考
え
た
り
行
動
す
る
こ
と
は
、
と
て
も

自
然
な
こ
と
の
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
み
ん
な
と
一
緒
に
、
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
ね
。

column

主な成果指標

42.市民サービスの向上を進めます

43.市民への情報発信・情報公開と、個人情報保護を進めます

44.地域主体のまちづくりを進めます

45.公共施設の適切な維持管理、保有資産の有効活用を進めます

区役所・支所窓口におけ

る対応に満足している市

民の割合

地域の住民によるまちづ

くりが活発に行われてい

ると思う市民の割合

直近の
現状値

97.1%
（平成30年度）

100% 100%

30.3%
（平成30年度）

40% 60%

目標値
令和5年度

目標値
令和12年度

現
代
の
ま
ち
づ
く
り
は

人
と
社
会
と
そ
の
関
係
性
を

再
構
築
す
る
こ
と

港まちづくり協議会

事務局次長

古橋 敬一さん

現在の名古屋市役所（本庁舎）は、昭

和8(1933)年に完成した建物で、平

成26(2014)年に国の重要文化財に

指定されました。中に入ると、緑色の

穏やかな光が灯る中央階段の照明器

具や、落ち着いた色調でまとめられた

中央廊下壁面の陶製タイル、表面が

波打つ窓ガラスなど、完成当時の雰囲

気が色濃く残っています。また、玄関

ホールや中央階段には、国会議事堂

と同じ大理石が使用されていて、よく

見ると化石が埋まっています。

歴史を知る者

名古屋市役所本庁舎

市民サービスの推進に向けて取り組む施策
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　令和8（2026）年に、愛知県及び名古屋市において、

第20回アジア競技大会の開催が予定されています。「ア

ジア版オリンピック」ともいわれるアジア最大のスポー

ツの祭典で、日本での開催は実に32年ぶりとなります。

大会期間中には、選手や監督・コーチなど大会関係者約

1.5万人、観客約150万人の来訪が見込まれることか

ら、名古屋の魅力を世界に発信する千載一遇の機会と

して活かし、一過性のスポーツイベントに終わらせるの

ではなく、その開催効果をスポーツの振興や交流人口

の拡大、国際交流の促進、共生社会の実現、国際競争力

の強化など、さまざまな分野につなげていきます。

　 飛躍するチャンス! !
　　　　　　重要な柱となる２つのプロジェクトを紹介します。

第20回アジア競技大会の開催

選手・大会関係者

約1.5万人

2026年

9月19日（土）
〜

10月4日（日）

観客

約150万人
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名古屋のまちが　 飛躍す
これからの名古屋のまちづくりを進める上で　　　　　　重要

名

古

屋

の

ま

ち

が

飛

躍

す

る

チ

ャ

ン

ス

!!

　令和9（2027）年に、リニア中央新幹線（品川̶名

古屋間）の開業が予定されています。日本独自の技

術である超電導リニアによって、名古屋と東京が約

40分でつながり、首都圏との交流がより活発になる

と見込まれています。さらに、全線開業後には、東

京・名古屋・大阪が約1時間で結ばれ、7,000万人規

模の世界最大の人口を有する巨大経済圏「スー

パー・メガリージョン」が誕生します。名古屋市はそ

の中心都市として、強い経済力や地理的優位性など

の強みを最大限に活かすとともに、名古屋駅のスー

パーターミナル化をはじめ、ソフト・ハード双方の投

資を積極的に行い、魅力的で世界から人をひきつけ

る国際都市の実現をめざします。

大阪までつながると

7,000万人

規模の
巨大経済圏に

OSAKA

TOKYO

名古屋─東京

約40分

リニア中央新幹線の開業

スーパー・メガリージョンスーパー・メガリージョン

NAGOYA
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S

D

G

s

私たちの暮らしや未来と

世界の問題はつながっている

　 持 続 可 能 な 開 発 目 標（ S D G s：S u s t a i n a b l e  

Development Goals）とは、平成27(2015)年9月の

国連サミットで採択された「持続可能な開発のための

2030アジェンダ」にて掲載された世界共通の目標で、

健康や教育、経済成長、気候変動に関するものなど、幅

広い17の目標と169のターゲットが設定されており、

令和12（2030）年までの達成をめざすものです。

　名古屋市は、令和元(2019)年7月にSDGsの

達成に向けた優れた取り組みを提案する都市で

ある「SDGs未来都市」に国から選定されました。

　総合計画の推進を通じて、市民・企業・NPOな

ど多様な主体と連携し、 SDGsの達成に率先して

取り組み、「誰一人取り残さない」経済・社会・環

境が調和した持続可能なまちづくりを進めます。
SDGs未来都市選定証授与式

（中央が名古屋市堀場副市長。愛知県、豊橋市とともに撮影）

名古屋市はSDGs未来都市として、
持続可能な未来を切りひらきます！

持続可能な開発目標（SDGs）とは
エスディージーズ
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※所属、役職等はインタビュー当時のものです。

め
ざ
す
都
市
像
の
実
現
に
向
け
て
、

優
先
的
に
取
り
組
む
４
つ
の
戦
略
を

「
重
点
戦
略
」
と
し
て
ま
と
め
ま
し
た
。

各
戦
略
の
推
進
に
日
々
奮
闘
し
、

活
躍
す
る
市
職
員
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

重
点
戦
略
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ち
の
表
情
や
様
子
か
ら
、
悩
み
や
心
配

を
抱
え
る
子
ど
も
を
い
ち
早
く
見
つ
け

る
大
切
な
時
間
で
す
。

朝
位
さ
ん
：
見
つ
か
っ
た
課
題
や
対
応
す

る
べ
き
事
案
に
つ
い
て
は
、
チ
ー
ム
会
議

で
情
報
共
有
や
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

阪
口
さ
ん
：
相
談
室
な
ど
で
の
子
ど
も

や
保
護
者
と
の
個
別
面
談
だ
け
で
な
く
、

家
庭
訪
問
も
行
っ
て
い
ま
す
。
ス
ク
ー
ル

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
一
人
で
は
対
応
が
難
し
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
し
、
一
人
で
で
き
る
こ

と
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
の
で
、
チ
ー

ム
で
活
動
す
る
こ
と
に
よ
り
取
り
組
み

段
か
ら
関
わ
り
な
が
ら
、
問
題
の
未
然

防
止
や
早
期
発
見
、
個
別
支
援
に
あ

た
っ
て
い
ま
す
。

朝
位
さ
ん
：
複
数
の
職
種
が
持
つ
そ
れ

ぞ
れ
の
専
門
性
を
活
か
し
な
が
ら
チ
ー

ム
で
活
動
す
る
と
い
う
の
が
、
子
ど
も

応
援
委
員
会
の
大
き
な
特
徴
で
あ
り
、

メ
リ
ッ
ト
で
も
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
や
保
護
者
に
と
っ
て
、
最
善
の
環
境

づ
く
り
を
先
生
方
と
一
緒
に
考
え
、
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

川
岸
さ
ん
：
朝
の
登
校
時
、
校
門
に

立
っ
て
子
ど
も
た
ち
の
表
情
を
観
察
す

る
こ
と
か
ら
一
日
が
始
ま
り
ま
す
。
何

気
な
い
朝
の
挨
拶
で
す
が
、
子
ど
も
た

│
な
ご
や
子
ど
も
応
援
委
員
会
に
つ

い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

川
岸
さ
ん
：
平
成
26
（
２
０
１
４
）
年
に

ス
タ
ー
ト
し
た
「
な
ご
や
子
ど
も
応
援

委
員
会
」
は
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、
ス

ク
ー
ル
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
ス
ク
ー
ル
ポ
リ

ス
等
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
多
職
種

を
配
置
し
活
動
の
拠
点
と
な
る
中
学
校

11

校
の
ほ
か
、
全
中
学
校
に
常
勤
の
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
配
置
し
、
専

門
的
な
知
識
や
経
験
を
持
つ
ス
タ
ッ
フ

が
連
携
・
協
力
し
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま

な
悩
み
や
心
配
を
抱
え
る
子
ど
も
や
保

護
者
へ
の
支
援
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

阪
口
さ
ん
：
常
勤
の
専
門
職
を
学
校
に

配
置
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
と
普

チ
ー
ム
で
取
り
組
む

き
め
細
や
か
な
支
援

戦略

1
子
ど
も
や
親
を
総
合
的
に
支
援
し
、

未
来
を
担
う
人
材
を
育
て
ま
す 

❶
妊
娠
前
か
ら
子
育
て
に
わ
た
る
切
れ
目

の
な
い
支
援

❷
働
き
な
が
ら
子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ

く
り

❸
社
会
全
体
で
子
育
て
を
支
援
す
る
環
境

づ
く
り

12

安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
！

「
子
育
て
応
援
戦
略
」

❶
子
ど
も
・
親
総
合
支
援
の
推
進

❷
子
ど
も
の
健
や
か
な
育
ち
の
支
援

❸
幅
広
い
学
力
の
育
成
、
体
力
向
上
の
推
進

❹
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
・
も
の
づ
く
り
人
材
・

I
C
T
人
材
の
育
成
に
向
け
た
教
育
の

充
実

❺
学
び
を
支
え
る
教
育
環
境
の
充
実

❻
若
者
が
学
び
活
躍
で
き
る
環
境
づ
く
り

未
来
を
担
う
人
材
が
育
つ
！

「
子
ど
も
・
若
者
応
援
戦
略
」
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の
網
の
目
が
小
さ
く
な
り
、
き
め
細
や

か
な
支
援
に
結
び
つ
き
ま
す
。

│
今
後
、
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
こ
と
や
目
標
は
？

川
岸
さ
ん
：
保
護
者
の
方
か
ら
子
ど
も

た
ち
が
卒
業
後
も
元
気
で
い
る
よ
と
お

話
を
い
た
だ
い
た
り
、
先
生
方
に
私
た

ち
の
考
え
や
思
い
が
通
じ
て
、
連
携
し

て
充
実
し
た
支
援
が
で
き
た
り
し
た
時

は
、
う
れ
し
い
で
す
ね
。
大
き
な
や
り
が

い
を
感
じ
ま
す
。
子
ど
も
応
援
委
員
会

と
い
う
全
国
で
他
に
類
を
見
な
い
制
度

の
中
で
、
も
っ
と
活
躍
で
き
る
自
分
で

あ
り
た
い
で
す
し
、
名
古
屋
の
子
ど
も

た
ち
が
毎
日
を
幸
せ
だ
と
感
じ
、「
明
日

が
来
る
の
が
楽
し
み
」
と
、
そ
う
思
え
る

よ
う
な
人
生
を
歩
ん
で
ほ
し
い
で
す
。

阪
口
さ
ん
：
毎
日
子
ど
も
た
ち
と
関

わ
っ
て
い
る
中
で
、「
何
か
あ
れ
ば
、
こ
の

人
た
ち
に
話
し
て
み
れ
ば
い
い
ん
だ
」
と

理
解
が
進
ん
で
き
て
い
る
様
子
に
や
り

が
い
を
感
じ
る
と
と
も
に
、
相
談
し
や
す

い
環
境
づ
く
り
の
大
切
さ
を
感
じ
て
い

ま
す
。
緊
急
事
案
で
あ
っ
て
も
、
常
勤
で

あ
る
か
ら
こ
そ
即
時
対
応

で
き
ま
す
し
、
初
動
か
ら

学
校
と
と
も
に
支
援
に
あ

た
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

今
後
も
、
小
学
校
か
ら
中

学
校
へ
、
中
学
校
か
ら
高

校
へ
と
、
環
境
が
変
わ
る

度
に
支
援
が
途
切
れ
る

こ
と
な
く
、
子
ど
も
た
ち

一
人
ひ
と
り
に
必
要
な
支

援
が
リ
レ
ー
の
よ
う
に
つ

な
が
る
名
古
屋
市
に
し
て

い
き
た
い
で
す
。

朝
位
さ
ん
：
私
た
ち
の
仕
事
は
、
舗
装

さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
に
、
子
ど
も
た
ち

が
自
分
の
力
で
自
分
の
道
を
拓
く
こ
と

を
お
手
伝
い
す
る
よ
う
な
も
の
で
す
。

黒
衣
の
よ
う
な
存
在
で
す
。
そ
れ
で
も
、

ま
ち
で
卒
業
生
か
ら
声
を
か
け
ら
れ
た

り
、
元
気
で
い
る
姿
を
見
た
り
す
る
と
、

私
た
ち
も
勇
気
づ
け
ら
れ
ま
す
。
子
ど

も
た
ち
が
将
来
な
り
た
い
仕
事
に
、「
学

校
の
先
生
」
だ
け
じ
ゃ
な
く
、「
子
ど
も

応
援
委
員
会
の
人
」
が
加
わ
る
よ
う
に
、

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
ね
。

重

点

戦

略

子
ど
も
た
ち
が
主
体
的
に

人
生
の
針
路
を
探
す

応
援
を
し
て
い
ま
す

　

夢
と
希
望
に
あ
ふ
れ
る

未
来
へ
向
け
て

なごや

子ども応援委員会

（左）スクールカウンセラー

阪口 裕樹さん

（中央）スクールカウンセラー

川岸 晃子さん

（右）スクールソーシャルワーカー

朝位 啓さん

く
ろ
ご
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誰
も
が
活
躍
！

「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
戦
略
」

❶
健
康
づ
く
り
・
予
防
医
療
の
推
進
、
先

進
的
な
研
究
の
推
進

❷
救
急
医
療
体
制
の
充
実

❸
認
知
症
施
策
の
充
実
な
ど
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
深
化
・
推
進

❶
人
権
が
尊
重
さ
れ
、
多
様
性
を
認
め
合

う
社
会
の
実
現

❷
多
様
な
人
材
の
活
躍
推
進

❸
障
害
者
の
地
域
生
活
支
援

❹
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
ま
ち
づ
く
り

み
ん
な
で
つ
く
る
！

「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化
戦
略
」

❶
活
躍
で
き
る
場
の
形
成
と
参
加
に
向
け

た
地
域
活
動
の
促
進

❷
地
域
の
多
様
な
担
い
手
の
育
成
・
支
援

と
一
緒
に
運
動
習
慣
づ
く
り
を
進
め
て

い
ま
す
。
ま
た
、
ご
高
齢
の
方
な
ど
か
ら

困
り
ご
と
の
相
談
が
あ
っ
た
場
合
に
、

必
要
な
機
関
に
つ
な
ぐ
た
め
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
構
築
も
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

森
さ
ん
：
悩
み
や
困
り
ご
と
は
、
人
そ

れ
ぞ
れ
に
違
い
ま
す
。
複
雑
な
問
題
を

抱
え
地
域
で
困
っ
て
い
る
方
を
、
医
療

機
関
や
民
生
・
児
童
委
員
な
ど
の
地
域

の
役
員
さ
ん
、
他
職
種
と
連
携
し
て
適

切
な
支
援
に
つ
な
げ
て
い
く
過
程
で
は
、

苦
労
も
あ
り
ま
す
が
、
笑
顔
や
感
謝
の

（
養
成
講
座
を
受
講
し
た
区
民
）
」
の
皆

さ
ん
と
区
の
保
健
師
が
協
力
し
て
「
な

ご
や
健
康
体
操
熱
田
区
オ
リ
ジ
ナ
ル

バ
ー
ジ
ョ
ン
」
の
普
及
・
啓
発
活
動
を
推

進
す
る
な
ど
、
区
民
に
よ
る
区
民
の
た

め
の
健
康
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

大
橋
さ
ん
：
南
区
は
、
高
齢
化
率
が
市

内
で
最
も
高
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

介
護
予
防
の
取
り
組
み
と
し
て
、「
レ
ッ

ツ
☆
ス
マ
イ
ル
隊
」
と
い
う
区
民
グ
ル
ー

プ
と
の
協
働
や
、「
い
き
い
き
百
歳
体
操
」

の
拠
点
づ
く
り
な
ど
、
地
域
の
皆
さ
ん

│
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
お
仕
事
に

つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

森
さ
ん
：
熱
田
区
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
、
子
ど
も
や
高
齢
者
、
障
害
の
あ
る

方
へ
の
支
援
や
健
康
づ
く
り
の
推
進
な

ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
区
民
の
皆

さ
ん
の
身
近
な
窓
口
と
し
て
、
気
軽
に

ご
利
用
、
ご
相
談
い
た
だ
け
る
よ
う
つ

と
め
て
い
ま
す
。

大
橋
さ
ん
：
私
は
、
南
区
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
、
主
に
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
の
推
進
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
住

民
と
行
政
、
関
係
機
関
が
集
ま
っ
て
地

域
課
題
の
解
決
に
向
け
た
支
援
や
対
策

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

森
さ
ん
：
熱
田
区
で
は
、
ロ
コ
モ
テ
ィ

ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
予
防
に
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。「
あ
つ
た
ロ
コ
モ
予
防
大
使

長
寿
社
会
を
安
心
に
！

「
健
康
・
安
心
戦
略
」

戦略

2
み
ん
な
に
や
さ
し
い
福
祉
を
実
現
し
、

元
気
に
活
躍
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す

地
域
福
祉
の
身
近
な
窓
口
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言
葉
に
大
き
な
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。

大
橋
さ
ん
：「
自
分
た
ち
の
地
域
を
こ

う
し
た
い
、
変
え
て
い
き
た
い
」
と
前

向
き
に
考
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
に
出

会
う
と
、
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
し
、

や
り
が
い
に
つ
な
が
り
ま
す
。
地
域
の

課
題
を
自
分
ご
と
と
し
て
捉
え
、
自
分

に
で
き
る
こ
と
は
何
か
を
考
え
、
地
域

の
た
め
に
貢
献
し
よ
う
と
す
る
姿
に
刺

激
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

│
今
後
、
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
こ
と
や
目
標
は
？

森
さ
ん
：
名
古
屋
市
で
は
、「
ワ
ン
コ
イ

ン
が
ん
検
診
」
や
予
防
接
種
の
費
用
助

成
な
ど
、
先
進
的
な
取
り
組
み
を
進
め

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
誰
も
が
よ

り
長
く
健
康
を
保
ち
な
が
ら
活
躍
で
き

る
ま
ち
で
あ
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
地

域
や
大
学
、
企
業
な
ど
と
連
携
し
て
、

日
頃
か
ら
市
民
が
気
軽
に
参
加
で
き
る

活
動
が
あ
る
。
そ
こ
で
人
と
の
つ
な
が

り
が
生
ま
れ
、
困
っ
た
時
に
は
相
談
で

き
る
よ
う
な
環
境
を
整
え
て
い
き
た
い

で
す
。

大
橋
さ
ん
：
困
っ
て
い
る
人
を
放
っ
て

お
か
な
い
地
域
づ
く
り
が
大
切
だ
と
思

い
ま
す
。
誰
に
で
も
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
発
信
で

き
、
手
を
取
り
合
え
る
よ
う
な
地
域
に

し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。
地
域
包
括
ケ

ア
の
現
場
で
は
、
複
合
的
な
課
題
を
抱

え
な
が
ら
、
相
談
に
至
ら
ず
、
制
度
の

狭
間
で
苦
し
ん
で
い
る
人
が
い
ま
す
。

今
、
名
古
屋
市
で
は
、
そ
の
よ
う
な
人

た
ち
が
相
談
し
や
す
い
体
制
づ
く
り
を

進
め
て
い
ま
す
。
縦
割
り
で
は
な
く
、

横
へ
の
広
が
り
で
課
題
解
決
へ
の
道
筋

が
立
て
ら
れ
る
よ
う
な
仕
組
み
が
で
き

た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

日
頃
か
ら
の
つ
な
が
り
で

誰
に
で
も
相
談
で
き
る

地
域
づ
く
り
を

重

点

戦

略

（右）熱田区

保健福祉センター 所長

［保健師］

森 登志恵さん

（左）南区保健福祉センター

福祉部福祉課 主査

［保健師］

大橋 加奈さん

名
古
屋
学
院
大
学
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
た
い
ほ

う
を
会
場
に
活
動
す
る
「
あ
つ
た
ロ
コ
モ
予
防

大
使
」
の
皆
さ
ん

す
べ
て
の
市
民
が
健
康
に

活
躍
で
き
る
ま
ち
へ
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災
害
に
強
く
！

「
災
害
対
応
力
向
上
戦
略
」

❶
防
災
啓
発
活
動
の
推
進

❷
地
域
特
性
に
応
じ
た
防
災
対
策
の
推
進

❶
消
防
・
救
助
体
制
の
充
実
、
防
災
拠
点

等
の
機
能
強
化

❷
情
報
収
集
伝
達
手
段
の
多
様
化
・
充
実

❸
指
定
避
難
所
の
機
能
強
化

❹
耐
震
対
策
・
浸
水
対
策
な
ど
都
市
防
災

機
能
の
強
化

❺
帰
宅
困
難
者
対
策
の
推
進

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
！

「
暮
ら
し
の
安
心
・
安
全
戦
略
」

❶
救
急
救
命
体
制
の
充
実

❷
安
心
・
安
全
な
地
域
づ
く
り

早
い
現
場
到
着
に
つ
と
め
て
い
ま
す
。
最

近
で
は
、
地
域
の
方
に
よ
る
胸
骨
圧
迫

（
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
）
で
一
命
を
取
り
留

め
ら
れ
た
例
が
あ
り
ま
し
た
。
私
た
ち

の
到
着
前
に
現
場
で
そ
の
よ
う
な
処
置

が
施
さ
れ
た
と
い
う
、「
救
命
の
連
鎖
」

に
よ
っ
て
命
が
守
ら
れ
た
事
案
と
し
て
、

と
て
も
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

│
今
後
、
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
こ
と
や
目
標
は
？

　
名
古
屋
市
に
お
け
る
１
１
９
番
通
報

受
付
か
ら
病
院
収
容
ま
で
の
平
均
所
要

時
間
は
、
31
・
３
分
（
平
成
30

年
中
）

と
、
同
規
模
以
上
の
都
市
の
中
で
は
と

て
も
短
い
で
す
。
こ
れ
は
、
各
医
療
機

関
の
救
急
業
務
に
対
す
る
理
解
や
協
力

で
出
動
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
や
命
を
守
る

こ
と
に
直
接
関
わ
る
仕
事
で
す
の
で
、

勤
務
時
間
中
は
気
を
抜
く
こ
と
が
許
さ

れ
ま
せ
ん
が
、
そ
の
分
、
一
件
一
件
の
出

動
に
大
き
な
使
命
感
を
感
じ
て
い
ま
す
。

「
救
急
隊
の
到
着
を
待
つ
時
間
が
と
て
も

長
く
感
じ
た
」
と
お
っ
し
ゃ
る
方
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。「
不
安
で
胸
が
押
し
つ

ぶ
さ
れ
そ
う
な
人
が
待
っ
て
い
る
」
そ
ん

な
思
い
を
持
っ
て
、
迅
速
な
出
動
や
い
ち

│
救
急
救
命
士
の
お
仕
事
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

　
私
は
救
急
救
命
士
と
し
て
、
日
々
、

人
命
救
助
の
最
前
線
で
任
務
に
就
い
て

い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
１
１
９
番
通

報
を
受
け
付
け
た
名
古
屋
市
防
災
指

令
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
出
動
命
令
の
も

と
、
救
急
車
で
現
場
に
向
か
い
、
ケ
ガ

や
病
気
の
人
を
い
ち
早
く
病
院
に
お
連

れ
し
ま
す
。
現
場
で
は
、
症
状
や
経
過

を
把
握
し
て
病
院
に
伝
え
た
り
、
場
合

に
よ
っ
て
は
、
状
態
の
悪
化
を
防
ぐ
た

め
に
、
医
師
の
指
示
の
も
と
、
点
滴
な

ど
の
処
置
を
行
い
ま
す
。

　
市
内
の
年
間
救
急
出
動
件
数
は
、
約

13
万
４
千
件
（
平
成
30
年
中
）
で
、
９
年

連
続
し
て
過
去
最
多
を
更
新
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
約
４
分
に
１
回
の
ペ
ー
ス

備
え
を
万
全
に
！

「
地
域
防
災
戦
略
」

戦略

3
災
害
か
ら
命
と
産
業
を
守
り
、

安
心
・
安
全
な
暮
ら
し
を
確
保
し
ま
す

い
の
ち
を
守
る
使
命
感

安
心
・
安
全
を

実
感
で
き
る
ま
ち
へ
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救急隊と救助隊が連携した

救出訓練

重

点

戦

略

市
民
の
信
頼
に
応
え

安
心
・
安
全
を
実
感
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
を

支
え
て
い
き
た
い

消防局救急部

救急課指導係

坂部 瞬さん

の
被
害
想
定
で
は
、
家
具
転
倒
防
止
対

策
な
ど
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
負
傷
者

数
が
半
分
程
度
に
ま
で
減
少
す
る
と
推

計
し
て
い
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
時
へ
の

備
え
と
減
災
に
つ
な
が
る
よ
う
、
各
家

庭
や
自
主
防
災
組
織
へ
の
は
た
ら
き
か

け
を
は
じ
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
将
来

に
わ
た
っ
て
安
心
・
安
全
を
実
感
し
続

け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
支
え
て
い
く

こ
と
が
、
私
た
ち
の
重
要
な
任
務
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

が
あ
っ
て
の
こ
と
だ
と
感
じ
て
い
ま

す
。
今
後
も
、
日
々
の
訓
練
と
工
夫
に

よ
っ
て
、
絶
え
ず
時
間
短
縮
を
め
ざ
し

て
い
く
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
救

急
出
動
件
数
は
さ
ら
な
る
増
加
が
見

込
ま
れ
て
お
り
、
消
防
局
を
挙
げ
て
対

応
し
て
い
く
体
制
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
私
は
、
こ
れ
ま
で
６
年
間
、
救
急
救

命
士
と
し
て
気
管
内
挿
管
や
点
滴
、
薬

剤
投
与
と
い
っ
た
専
門
的
な
処
置
を
学

び
な
が
ら
、
救
急
救
命
に
専
従
し
て
き

ま
し
た
。
今
後
は
、
こ
れ
ま
で
に
得
た

知
識
・
技
術
を
広
く
他
の
消
防
士
と
共

有
し
た
り
、
後
進
の
育
成
に
も
力
を
注

ぐ
な
ど
、
実
務
面
で
の
人
材
育
成
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
現
場
で
働
く
私
た
ち
全
員

が
取
り
組
む
べ
き
課
題
と
し
て
、
地
域

防
災
活
動
の
支
援
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
発
生
時
の
本
市
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持
続
可
能
な
未
来
へ
！

「
環
境
都
市
推
進
戦
略
」

❶
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
開
業
に
向
け
た
都

心
の
魅
力
づ
く
り

❷
第
20
回
ア
ジ
ア
競
技
大
会
を
契
機
と
し

　
た
基
盤
整
備

❸
最
先
端
モ
ビ
リ
テ
ィ
都
市
の
実
現
に

向
け
た
取
り
組
み
の
推
進

❹
公
共
交
通
の
快
適
性
・
利
便
性
の
向
上

❺
広
域
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化

❶
低
炭
素
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
・
ビ
ジ
ネ

ス
ス
タ
イ
ル
へ
の
転
換

❷
緑
に
親
し
め
る
環
境
づ
く
り
、
水
循
環

機
能
の
回
復
、
生
物
多
様
性
の
保
全

❸
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
た

3
R
の
推
進

❹
環
境
と
経
済
・
社
会
を
つ
な
ぐ
統
合
的
取

り
組
み
の
推
進

ン

ジ

ニ

ア

ら

が

競

う
「N

A
G

O
Y

A
 

H
A

C
K

A
T

H
O

N

（
ナ
ゴ
ヤ
ハ
ッ
カ
ソ

ン
）
」
を
開
催
し
た
ほ
か
、
平
成
30
（
２

０
１
８
）
年
か
ら
は
、
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー

育
成
・
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
プ
ロ
グ
ラ
ム

「N
A

G
O

Y
A

 B
O

O
S

T
 1

0
0

0
0

（
ナ

ゴ
ヤ
ブ
ー
ス
ト
テ
ン
サ
ウ
ザ
ン
ド
）
」

を
、
さ
ら
に
、
令
和
元
（
２
０
１
９
）
年

に
は
、
既
存
企
業
と
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

企
業
の
交
流
・
対
流
の
拠
点
と
な
る

「N
A

G
O

Y
A

 IN
N

O
V

A
T

O
R

'S
 

G
A

R
A

G
E

（
ナ
ゴ
ヤ
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
ズ

ガ
レ
ー
ジ
）
」
の
オ
ー
プ
ン
に
携
わ
っ
て

き
ま
し
た
。
ハ
ッ
カ
ソ
ン
な
ど
の
事
業

は
、
企
業
を
た
だ
集
め
る
だ
け
で
は
な

く
、
新
規
事
業
の
開
発
に
至
る
よ
う
な

丁
寧
な
サ
ポ
ー
ト
に
つ
と
め
て
い
ま
す
。

企
業
同
士
を
つ
な
げ
て
、
そ
こ
か
ら
新

し
い
ビ
ジ
ネ
ス
や
企
画
が
生
ま
れ
る
と

う
れ
し
い
で
す
し
、
企
業
の
ニ
ー
ズ
を

集
め
、
施
策
を
立
案
し
、
実
施
ま
で
関

わ
れ
る
こ
と
に
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。

│
名
古
屋
の
強
み
は
？

　
市
内
の
大
学
や
、
も
の
づ
く
り
を
中

心
と
し
た
企
業
に
優
秀
な
人
材
が
多
く

い
る
こ
と
が
名
古
屋
の
強
み
だ
と
思
い

ま
す
。
大
学
生
の
中
に
は
、
事
業
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し
て
就

│
お
仕
事
の
内
容
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。

　
か
つ
て
は
、
日
本
の
企
業
が
世
界
の
時

価
総
額
ラ
ン
キ
ン
グ
の
上
位
を
独
占
し

て
い
ま
し
た
が
、
近
年
で
は
、G

o
o

g
le

やA
m

a
zo

n

、F
a

ce
b

o
o

k

、A
p

p
le

を
は
じ
め
と
す
る
海
外
の
企
業
が
上
位

を
独
占
し
て
お
り
、
日
本
の
存
在
感
が

薄
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
背

景
の
中
で
、
名
古
屋
市
で
は
、
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
起
爆
剤
と
な
る
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
企
業
の
創
出
や
環
境
整
備
に
力

を
入
れ
て
お
り
、
私
は
、
そ
う
し
た
施

策
の
立
案
や
施
設
の
運
営
、
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
企
画
な
ど
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
29
（
２
０
１
７
）
年
に
は
、
情

報
技
術
を
使
っ
た
ア
イ
デ
ア
を
若
手
エ

来
た
れ
ア
ジ
ア
！
リ
ニ
ア
！

「
都
市
機
能
強
化
戦
略
」

戦略

4
強
い
経
済
力
を
基
盤
に
、
に
ぎ
わ
い
と

新
た
な
価
値
を
創
出
し
、
環
境
と
調
和
し
た

都
市
機
能
を
強
化
し
ま
す

12

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

名
古
屋
に
吹
き
込
む

強
み
を
活
か
し
て

挑
戦
す
る
ま
ち
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魅
力
資
源
の
磨
き
上
げ
！

「
魅
力
向
上
・
発
信
戦
略
」

❶
名
古
屋
城
を
核
と
し
た
魅
力
軸
の
創

出
・
発
信

❷
文
化
・
歴
史
資
源
、
観
光
資
源
な
ど
名

古
屋
が
有
す
る
魅
力
の
向
上
・
発
信

❸
国
際
交
流
の
推
進
、
受
入
環
境
の
整

備
、
海
外
か
ら
の
誘
客
促
進

❹
ス
ポ
ー
ツ
、
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
を
活

か
し
た
魅
力
の
創
出
・
発
信

❺
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の
醸
成

交
流
を
促
進
し

新
た
な
価
値
を
創
出
！

「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
」

❶
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
・
創
業
等
支
援

❷
価
値
づ
く
り
産
業
・
成
長
産
業
の
振

興
、
戦
略
的
企
業
誘
致

❸
産
業
交
流
の
促
進
、
M
I
C
E
（
マ
イ
ス
）

の
推
進

❹
地
域
商
業
の
活
性
化

❺
産
業
人
材
の
育
成
・
確
保

職
先
を
選
ん
で
い
る
人
も
い
ま
す
。
ま

た
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
の
中
に
は
、

A
I
、
ロ
ボ
ッ
ト
、
宇
宙
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア

な
ど
の
幅
広
い
分
野
で
、
将
来
有
望
な

企
業
が
輩
出
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

│
今
後
、
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
こ
と
や
目
標
は
？

　
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
に
は
担
い

手
と
な
る
挑
戦
者
を
多
く
輩
出
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。
起
業
家
や
、
企
業
内

で
新
規
事
業
に
取
り
組
め
る
人
材
を
育

成
す
る
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
教
育
（
起

業
家
人
材
の
育
成
）
を
積
極
的
に
行
う

べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
同
時
に
「
失
敗
を
奨
励
し
、

挑
戦
す
る
文
化
」
の
醸
成
が
必
要
不
可

欠
で
す
。
積
極
的
に
若
手
を
登
用
し
た

り
、
た
と
え
失
敗
し
て
も
そ
こ
か
ら
学

び
を
得
た
人
を
評
価
す
る
よ
う
な
土
壌

づ
く
り
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
が
次
々
と
生
ま
れ
、
先
進

的
な
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
活
用
に
よ
り
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
市
民
の
方
が
豊
か
に

生
活
で
き
る
都
市
と
な
る
た
め
に
、
行

政
と
し
て
で
き
る
こ
と
、
や
る
べ
き
こ

と
に
精
一
杯
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

世
界
を
見
据
え

グ
ロ
ー
バ
ル
に
展
開
で
き
る
よ
う

企
業
同
士
の
相
乗
効
果
を

高
め
て
い
き
た
い

34

市民経済局産業部

産業労働課 主査

稲垣 尚起さん

重

点

戦

略

新たなビジネスチャンス創出のた
めのピッチイベント「NAGOYA 
BOOST DAY」
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じ
っ
く
り
、
よ
〜
く
探
し
て
み
る
と

い
つ
も
と
違
う
魅
力
に

気
づ
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

私
の 
好 
き
な
名
古
屋

病
院
な
ど
の
医
療
機
関
が

た
く
さ
ん
あ
っ
て

安
心
し
て
生
活
で
き
ま
す
。

敬
老
パ
ス
は
あ
り
が
た
い
で
す
。

地
域
に
誇
り
を
持
っ
て
い
る
人
が

多
い
と
こ
ろ
。

地
域
の
た
め
に
活
動
し
て
い
る

市
民
の
皆
さ
ん
が
大
好
き
で
す
！

神
社
や
鎮
守
の
森
に
は

個
性
豊
か
な
生
物
が
い
て

と
て
も
お
も
し
ろ
い
で
す
よ
。

み
ん
な
で
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

和
菓
子
は
断
然
日
本
一
！

味
も
見
た
目
も

ク
オ
リ
テ
ィ
が
高
い
。

自
信
を
持
っ
て
言
え
ま
す
！

名
古
屋
の
人
は
、
心
の
内
に

ま
ち
に
対
す
る
深
い
愛
情
を

秘
め
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
を
愛
お
し
く
感
じ
ま
す
。

名
古
屋
で
屈
指
の
眺
望
を
誇
る

滝
の
水
公
園
か
ら
の
景
色
。

名
古
屋
の
ま
ち
並
み
や
自
然
を

見
る
と
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
ま
す
。

知
れ
ば
知
る
ほ
ど
奥
深
い

喫
茶
文
化
で
す
ね
。

喫
茶
店
に
は
、
人
と
人
を
つ
な
ぐ

不
思
議
な
力
が
あ
り
ま
す
。

In
te

rn
e

t o
f T

h
in

g
s 

の
略
。
モ
ノ

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

な
ど
の
情
報
・
通
信
機
器
だ
け
で
な

く
、
世
の
中
に
存
在
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

物
体
（
モ
ノ
）に
通
信
機
能
を
持
た
せ
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
し
た
り
相

互
に
通
信
し
た
り
す
る
こ
と
に
よ
り
、

自
動
認
識
や
自
動
制
御
、
遠
隔
計
測

な
ど
を
行
う
こ
と
。

従
来
の
考
え
方
に
と
ら
わ
れ
な
い
自

由
な
発
想
で
、
新
た
な
価
値
を
生
み
出

し
、
人
々
の
生
活
に
劇
的
な
変
化
を
も

た
ら
す
こ
と
。

A
rtifi

cia
l In

te
llig

e
n

ce

の
略
。
人

工
知
能
。
言
語
の
理
解
や
推
論
、
問
題

解
決
な
ど
の
知
的
行
動
を
人
間
に
代

わ
っ
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
行
わ
せ
る

技
術
。

（
第
一
次
体
制
）
風
邪
や
急
な
発
熱
と

い
っ
た
軽
症
患
者
に
対
応
、（
第
二
次

体
制
）
入
院
や
緊
急
手
術
が
必
要
な

重
症
患
者
に
対
応
、（
第
三
次
体
制
）

高
度
な
治
療
を
要
す
る
重
篤
患
者
に

対
応
。

「R
e

d
u

c
e

＝
リ
デ
ュ
ー
ス
（
発
生
抑

▼
A
I

▼
I
o
T

▼
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

▼
救
急
医
療
体
制

▼
3
R

用
語
解
説
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私

の

好

き

な

名

古

屋

な
ご
や
め
し
な
ど

独
自
の
文
化
が
あ
る
と
こ
ろ
。

こ
れ
が
名
古
屋
の

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
！

都
市
で
あ
り
な
が
ら

公
園
、
緑
が
多
い
た
め
、

四
季
を
感
じ
ら
れ
る
と
こ
ろ
が

大
好
き
で
す
！

便
利
さ
と
住
み
や
す
さ

バ
ラ
ン
ス
が
良
い
で
す
ね
！

東
山
動
物
園
・
科
学
館
・

名
フ
ィ
ル
は
子
ど
も
の
時
か
ら

お
気
に
入
り
で
す
！

世
界
を
め
ざ
す
に
あ
た
っ
て

申
し
分
な
い
都
市
の
ス
ペ
ッ
ク
が

備
わ
っ
て
い
る
と
こ
ろ
！

魅
力
的
で
素
敵
な
人
が

た
く
さ
ん
い
る
と
こ
ろ
。

そ
れ
か
ら
、
お
い
し
い
ご
飯
と

お
酒
も

…

あ
れ
こ
れ
迷
っ
ち
ゃ
い
ま
す
ね
。

田
舎
過
ぎ
ず
、
都
会
過
ぎ
な
い

と
こ
ろ
。

名
古
屋
城
あ
た
り
の
風
景
が

大
好
き
で
す
！

名
古
屋
こ
と
ば
（
名
古
屋
弁
）
の

イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
が

大
好
き
で
す
。

ど
こ
に
行
っ
て
も
染
ま
ら
ず

大
切
に
し
た
い
で
す
ね
。

名
古
屋
駅
の
高
層
ビ
ル
群
は

圧
巻
で
す
！

摩
天
楼
を
見
上
げ
る
と

名
古
屋
の
力
強
さ
を
感
じ
ま
す
。

制
）
」「R

e
u

s
e

＝
リ
ユ
ー
ス
（
再
使

用
）
」「R

e
c

y
c

le

＝
リ
サ
イ
ク
ル
（
再

生
利
用
）
」
の
３
つ
の
頭
文
字
を
と
っ

た
言
葉
で
、
ご
み
減
量
の
た
め
に
必
要

な
取
り
組
み
を
表
す
。

東
京
、
名
古
屋
、
大
阪
は
メ
ガ
リ
ー

ジ
ョ
ン
と
呼
ば
れ
る
大
都
市
圏
域
を

形
成
し
て
い
る
が
、
ス
ー
パ
ー
・
メ
ガ

リ
ー
ジ
ョ
ン
は
、
そ
の
三
大
都
市
圏
が

そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を
発
揮
し
つ
つ
、
リ

ニ
ア
中
央
新
幹
線
全
線
開
業
に
よ
り

一
体
化
し
形
成
さ
れ
る
世
界
最
大
の

人
口
を
有
す
る
巨
大
経
済
圏
の
こ
と
。

名
古
屋
市
を
中
心
に
お
お
む
ね

30
〜

50
㎞
の
範
囲
で
、
産
業
、
観
光
、
防
災

な
ど
分
野
ご
と
に
柔
軟
に
捉
え
た
エ

リ
ア
。

企
業
等
の
会
議
（M

e
e

tin
g

）
、
企
業

等
の
行
う
報
奨
・
研
修
旅
行
（
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
旅
行
）（I

n
c

e
n

t
iv

e
 

T
ra

ve
l

）
、
国
際
機
関
・
団
体
、
学
会
等

が
行
う
国
際
会
議
（C

o
n

ve
n

tio
n

）
、

展

示

会
・
見

本

市

、
イ

ベ

ン

ト

（E
x

h
ib

itio
n

/E
v

e
n

t

）
の
頭
文
字
。

多
く
の
集
客
交
流
が
見
込
ま
れ
る
ビ

ジ
ネ
ス
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
総
称
。

骨
や
関
節
、
筋
肉
な
ど
の
運
動
器
の
衰

え
が
原
因
で
、「
立
つ
」「
歩
く
」
と
い
っ

た
移
動
の
機
能
が
低
下
し
て
い
る
状

態
の
こ
と
。

▼
名
古
屋
大
都
市
圏

▼
ス
ー
パ
ー
・
メ
ガ
リ
ー
ジ
ョ
ン

▼
M
I
C
E
（
マ
イ
ス
）

▼
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
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